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・運転の単調さを解消し、注意力を維持して事故を回避 ・自動運転時のトラックとドライバー間の完璧
な相互作用を実現 ・トラックドライバーによる自動化技術の受け入れ拡大 ・ボッシュは公的資金が投入
されたプロジェクトのコンソーシアムリーダーとして、フォルクスワーゲン、MAN Truck & Bus、シュ
トゥットガルト大学、Hochschule der Medien、Spiegel Institut、CanControlsと連携

　

　

 

シュトゥットガルト（ドイツ） – トラックは物流管理の頼みの綱です。ドイツでは全物資の4分の3が陸
上で輸送されています。遅延が許されないプレッシャー、長時間労働、単調な車列の光景は、トラックド
ライバーの日々の業務につきものであると言えます。ドライバーの注意散漫や過労、反応の遅さは、その
まま大事故に直結します。自動運転機能は事故や危険な状況を回避するための鍵となります。ドライバー
に注意を喚起し、危機的な状況でドライバーを支援するだけでなく、単調で疲れるタスクを自動運転機能
が肩代わりするようになります。一方で、今後自動化が相当なレベルまで進んだとしても、人間が不要に
なることはありません。必要に応じて人間の制御が不可欠だからです。では、車両とドライバーの相互作



用をうまく調整するには、どうすればよいでしょうか？これこそ、過去3年半にわたってTANGOプロジェク
トが焦点を当てて取り組んできたポイントです。TANGOとは、ドイツ語の「Technologie für
automatisiertes Fahren, die nutzergerecht optimiert wird」の略称であり、日本語にすると「ユー
ザー向けに最適化された自動運転技術」となります。

 

このプロジェクトでは、部分的自動運転と条件付き自動運転（SAEレベル2および3）に焦点を当てた研究
が行われ、「アテンション アンド アクティビティ アシスタント」のプロトタイプが生まれました。こ
れは、ドライバーが注意力を保ち、疲労を軽減し、運転を可能な限り快適なものにするバーチャルコンパ
ニオンです。このプロジェクトでボッシュは、コンソーシアムリーダーとして関わり、その他にフォルク
スワーゲン、MAN Truck & Bus、シュトゥットガルト大学、Hochschule der Medien、Spiegel Institut、
CanControlsなどが参加しました。TANGOは、ドイツ経済エネルギー省（BMWi）から約500万ユーロの資金
供給を受けています。

 

アシスタンスレベル、運転状況、ドライバーの状態を常に把握アシスタンスレベル、運転状況、ドライバーの状態を常に把握

「将来的には、マニュアル運転と自動運転が交互に行われるようになるでしょう。リレーのように、ハン
ドル操作の責任が、車両からドライバーに移り、また車両に戻るといった具合です」と、ボッシュのプロ
ジェクトマネージャーであるMichael Schulzは述べています。「SAEレベル2の部分的自動運転では、ドラ
イバーはいつでも運転に介入できるよう備えている必要があります。SAEレベル3の条件付き自動運転で
は、介入は必要な場合だけになります。これは、ドライバーに課せられる要求を最適なレベルに維持し、
ドライバーが常に車両を制御できる状態を保つことを目的としています」

 

このような場面で、アテンション アンド アクティビティ アシスタントが活躍します。このシステム
は、アシスタンスレベルやドライバーの状態に応じて、実際の運転状況が許す範囲で、ドライバーにさま
ざまな補助アクティビティを提供します。例えば、音楽やオーディオブックの再生、Eメールの読み上
げ、テキストメッセージの作成、映画の視聴、その日のアポイントスケジュールの管理、ルート計画、
フィットネスエクササイズの実践などが挙げられます。そのためには、特定の運転状況を確実に判断でき
るだけでなく、あらゆる瞬間でドライバーの状態（疲労や注意散漫など）を検知し、適切に解釈する必要
があります。

 

この研究プロジェクトではさらに、車内をモニターするためのセンサーを設置し、AIを活用する手法と組
み合わせました。複数のカメラが、ドライバーの目が閉じているか、頻繁にまばたきをしているか、道路
を見失っているのか、あるいは疲労により頭が傾いていないかさえも検知します。インテリジェントなア
ルゴリズムが画像を診断して解釈し、対策を実行します。対策としては、警告、補助アクティビティの実
行提案、またはブレーキなどの積極的な介入などが考えられます。

 

ユーザーのニーズを重視した開発ユーザーのニーズを重視した開発

疲労と注意散漫の根本的な原因を理解し、アテンション アンド アクティビティ アシスタントの要件を
正確に判断するために、研究者はトラックドライバーに同行してルートを回り、彼らの経験について聞き
取りを行いました。また、オンラインの日々の業務記録を調べ、被験者を対象として中間開発段階の比較
検討を何度も繰り返すことで、改定を重ねていきました。このプロセスでは、ドライビングシミュレー
ターやテスト車両での運転が行われ、さらには小さな仕掛けも施しました。右ハンドルのトラックの助手
席側にも、ステアリングホイール、ブレーキ、アクセルなど、すべての必要なコントロールとディスプレ
イ部品を搭載し、プライバシースクリーンで半分に区切ったのです。「オズの魔法使い」と命名されたこ
の仕掛けにより、研究者は自動化機能をシミュレーションし、現実的な状態でユーザーの行動を観察でき
るようになりました。

 

「私たちは意図的にユーザーとユーザーの要求事項に焦点を当てて研究を進めました」とSchulzは語りま
す。研究者は、トラックドライバーは自動運転技術により責任が奪われ、自身の仕事がはく奪されるとの
心配から、自動運転に対して慎重になる傾向があるという前提からスタートしました。結果として、彼ら
は現行のアシスタンスシステムでさえも利用しない場合があり、ときには意図的にシステムをすべてオフ
にすることもあります。このプロジェクトでは、自動化を推進するための最も強力な根拠は安全性の向上
であると定義し、さらに快適性や、よりリラックスして運転し、目的地まで到着できることも重要な役割



を果たすとしています。

 

得られた知見を将来の（車両を含む）開発に適用得られた知見を将来の（車両を含む）開発に適用

こうした状況を背景に、ヒューマンマシンインターフェース（HMI）が特に重視されています。「今後、
車両はドライバーと相互作用し、パートナーとしての役割を担う必要があります」とSchulzは述べていま
す。「車両とドライバーの間で完璧な相互作用を実現するには、操作をシンプルで直感的に、そして魅力
的なものにする必要があります」。プロトタイプには、複数のディスプレイで構成されたコントロールパ
ネルが搭載されています。それは視覚、音響、触覚的要素を組み合わせて、アテンションアンドアクティ
ビティアシスタントをアバターとして描出します。 今回の研究プロジェクトから得られた知見は、車内
モニタリング、自動運転、エンターテインメントシステムなどの分野における更なる開発にも投じられま
す。こうした知見はトラックだけでなく車両にも適用でき、同じく道路交通における安全性の向上にも役
立ちます。
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このプレスリリースは2020年9月18日に Robert Bosch GmbH より発行されました。

原文をご覧ください。

モビリティ ソリューションズは、ボッシュ・グループ最大の事業セクターです。2019年の売上高は468億
ユーロで、総売上高の60％を占めています。モビリティ ソリューションズの売上により、ボッシュ・グ
ループはリーディングサプライヤーの地位を確立しています。モビリティ ソリューションズ事業は、安
全でサステイナブルかつ魅力的なモビリティを目指し、パーソナライズ化、自動化、電動化、ネットワー
ク化の領域においてグループ全域にわたる知見を結集させ、お客様にモビリティのためのトータルソ
リューションを提供します。その事業領域は主に、内燃機関の燃料噴射テクノロジー／パワートレイン周
辺機器、パワートレイン電動化のさまざまなソリューション、車載向け安全システム、ドライバー アシ
スタンス システム／自動化機能、ユーザーフレンドリーなインフォテインメントやVehicle-to-
Vehicle（車車間）およびVehicle-to-Infrastructure（路車間）通信、オートモーティブ アフターマー
ケット向けのリペアショップコンセプト／テクノロジー／サービスなどです。さらにボッシュは、電気駆
動マネジメントや横滑り防止装置ESC（エレクトロニック スタビリティ コントロール）、ディーゼル用

http://www.projekt-tango-trucks.com
https://twitter.com/BoschPresse
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/virtual-companion-increases-safety-for-trucks-on-the-road-219072.html


コモンテールシステムなどの自動車の重要な革新技術を生み出してきました。

 

世界のボッシュ・グループ概要世界のボッシュ・グループ概要

ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディングカンパ
ニーです。2019年の従業員数は約40万人（2019年12月31日現在）、売上高は777億ユーロ（約9.5兆円*）
を計上しています。現在、事業はモビリティ ソリューションズ、産業機器テクノロジー、消費財、エネ
ルギー・ビルディングテクノロジーの4事業セクター体制で運営しています。ボッシュはIoTテクノロジー
のリーディングプロバイダーとして、スマートホーム、インダストリー4.0さらにコネクテッドモビリ
ティに関する革新的なソリューションを提供しています。ボッシュは、サステイナブル、安全かつ魅力的
なモビリティを追求しています。ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービスに関する豊富な専門
知識と「Bosch IoT cloud」を活かし、さまざまな分野にまたがるネットワークソリューションをワンス
トップでお客様に提供することができます。ボッシュ・グループは、AI（人工知能）を搭載する、もしく
はAIが開発・製造に関わった製品を提供することで、コネクテッドライフを円滑にすることを戦略目標に
掲げています。ボッシュは、革新的で人々を魅了する全製品とサービスを通じて生活の質の向上に貢献し
ます。つまり、ボッシュはコーポレートスローガンである「Invented for life」-人と社会に役立つ革新
のテクノロジーを生み出していきます。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッシュGmbHとその子会社
440社、世界約60カ国にあるドイツ国外の現地法人で構成されており、販売／サービスパートナーを含む
グローバルな製造・エンジニアリング・販売ネットワークは世界中のほぼすべての国々を網羅していま
す。ボッシュの未来の成長のための基盤は技術革新力であり、世界126の拠点で約7万2,600人の従業員が
研究開発に、約3万人がソフトウェアエンジニアリングに携わっています。

 

*2019年の為替平均レート、1ユーロ＝122.0058円で計算

 

さらに詳しい情報は 以下を参照してください。

www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト（英語）

www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス（英語）

https://twitter.com/BoschPresse ボッシュ・メディア 公式ツイッター（ドイツ語）

www.bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト（日本語）

https://twitter.com/Boschjapan ボッシュ・ジャパン 公式ツイッター（日本語）

https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語）

https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式YouTube（日本語）
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